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1
　本冊は本研究所の研究プロジェクト、「近代移行期東アジアの社会と思想」（代表研究員は高柳信夫助教授）
の一環として、朝鮮戸籍大帳の調査分析を継続担当し、所外の研究者諸氏をふくめて戸籍大帳研究会をっみか
さね、その分析・研究してきた成果を収録したものである。とぐに今回は、従前の研究会メンバーに加えて、
私の希望で韓国・東亜大学校人文科学大学教授の李助相氏に参加を要請した。同氏は朝鮮後期の地方社会研究、
郷吏研究で知られ、その成果を本冊に盛りこめたことはまことに喜ばしいとおもう。
　本冊「学習院大学蔵朝鮮戸籍大帳の基礎的研究（4）；朝鮮後期の慶尚道における社会動態の研究』（調査研
究報告51・）は、先行する「研究」編シリーズを継承し、その4冊目の成果である。さらに本冊は、すでに取
りあげた鎮海県・丹城県の両県をのぞき、向じ慶尚道のうち他の4邑を対象として、研究会メンバーが各々担
当した各邑の戸籍大帳を整理・調査し、各邑・各地域の社会動態を分析し、解明したものであって、あわせて
4編の論文から構成される。
　山内弘一論文「学習院大学図書館所蔵昌寧県戸籍大帳について」は、はじめて昌寧県戸籍大帳をとりあげ、
1825年の乙酉式戸籍大帳から六〇年間に4時点を設定し、その概略を整理・紹介しながら、面単位の戸口・
階層（職役）等の変動について分析する。なお、付載された豊富な各種の整理表は、今後の多様な活用と問題
のさらなる展開が望まれよう。
　山内民博論文「学習院大学蔵慶尚道安義県戸籍大帳について」もまた、はじめて安義県戸籍大帳を対象とし、
その概要を整理・紹介したうえで、1825年乙酉式戸籍大帳と、1870年のそれとの2時点を選定し、その間の戸
口・職役の推移を表示して、それらの変動情況を解明する。また、とくに仰役奴碑の増加・拡大傾向を指摘し
て、その意味について注目する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．
　李助相論文「19世紀戸籍大帳の地域化と郷吏社会における節合構造の形成」も、はじめて酒川県戸籍大帳
をとりあげ、同県吏族の黄氏を追跡して、邑吏家litjが相互対等をめざして進めた宗族化と、かれらが内外邑吏
間に構築したネットワーク（節合構造）を解明し、改めて邑吏主導で作成した戸籍大帳の意義や、各邑と国家
との不均衡な結合関係・緊張関係を考察して、朝鮮末期の地域社会研究にかかわる問題を鋭く提起するe”
、井上和枝論文「朝鮮後期の駅村と駅民」は、慶尚道晋州牧東面召村里の戸籍大帳を取りあげ、そのうち1831
年辛卯式より以下、49・79年の3時点を設定し、これを枠組みとして、駅村・駅民の基本的な存在形態につ
いて各種の統計・数表を示し、駅吏階層の戸口・系譜・婚姻関係等に着目しながら、その特殊性と変遷過程を
ふまえて解．明する。
　さて、「研究」編シリーズは、第4冊の本冊で終了する。振り返れば、末松保和先生の指示にしたがい、う
ず高く檀まれた朝鮮戸籍大帳の山に分けいり、大帳各冊の埃を払いながら冊数をかぞえ、一帳ずつめくったこ
ろにはじまり、1978年に「朝鮮社会史」プロジェクトとして発足してから現在まで、じつに長い時間が経過
してしまった。その間、私一人で取り組んだ最初期からみると、プロジェクトをめぐる諸般の情況はおおきく
変わったが、基礎的研究を直接推進するメンバーもしだいに増え、本冊では5人をかぞえるまでになった。い
まその終了に当り、刊行成果を以てその推移変遷の過程をたどれば、次のとおりである。
　（D「学習院大学蔵朝鮮戸籍大帳の基礎的研究；19世紀・慶尚道鎮海県の戸籍大帳を通じて1（調査研究報
告13、1983年）／武田幸男。
　（2）『学習院大学蔵朝鮮戸籍大帳の基礎的研究（2）；朝鮮後期の慶尚道丹城県における社会動態の研究（1）』
（調査研究報告27、1991年）／武田、山内弘一・井」二和枝の諸氏。
　（3）『学習院大学蔵’朝鮮戸籍大帳の基礎的研究（3）；朝鮮後期の慶尚道丹城県における祉会動態の研究（II）』
（調査研究報告33、1997年）／武田、山内弘一一・井上和枝の諸氏。
　（4）「学習院大学蔵朝鮮戸籍大帳の基礎的研究（4）；朝鮮後期の慶尚道における社会動態の研究』（調査研
究報告51、2002年）／武田、山内弘一・山内民博・李助相・井一1二和枝の諸氏。
　学轡院大学蔵の朝鮮戸籍大帳は、かかわる地域が慶尚道の11巴、時期が19世紀、壬午（1822）式年から
ll
甲午（1894）式年に限られるが、全部で121冊の多きをかぞえ、この収蔵情況は内外の各種機関所蔵のそれ
らに比して遜色なく、むしろ有数の集中ぶりをしめして注目された。その全般的な整理・紹介や、大帳作成の
手続き等は、調査研究報告Ml3（武田）、M33（山内弘一）であつかった。また、各邑戸籍大帳の具体的な調
査と分析・研究は、鎮海県に関してM13’（武田）、丹城県に関してNa　27（武田・・山内弘一・井上和枝）、　M　33
（井上）で論述し、さらに本冊Nα51において、昌寧県（山内弘一）、安義県（山内民博）、測川県（李動相）、
晋州牧（井上）の嘉例が加えられた。主要各邑の戸籍大帳は、おおむね分析・研究の対象にできたとおもう。
　ほかに、調査研究報告Ml3では「鎮海県戸籍大帳統計表」、M　27では「影印「雲窓誌（丹城誌）1」、M33
では「影印「丹城邑誌」集成」、「丹城邑誌人名索引jを付して参考に供した。とくに丹城県関係に力をいれた
のは、本学蔵の同県戸籍大帳25冊と韓国所在の14冊（ソウル大学校図書館窒章閣蔵1冊、慶尚南道山清郡丹
城郷校蔵13冊）を併せて、丙午（1606）式年から甲午（1894）式年まで、断続的ながらも三百年近くたどる
ことが可能であり、朝鮮戸籍大帳研究の主要な柱の一つになろうかと考えたからであった。はたして近来の研
究動向は、それを襲付けるといってよかろう。今後とも、これら参考史料の活用と、丹城県戸籍大帳研究の一
層の進展を期待したい。
　以上のように、「基礎的研究」編シリーズ4冊において、戸籍大帳六邑（89冊分、74％相当）の調査研究が
終了した。ただ内外諸般の事情により、陳川・河東・山清・金海・漆原の五E｛32冊分、26％相当）を残す
結果となったのは、いかにも心残りである。しかしこれは、私の至らざるところによるものであって、とくに
関心をもたれた向きには寛恕を乞うほかない。ただし戸籍大帳全冊の目録は、なお別に刊行する「目録」編
（調査研究報告Na　52）において、改めてその全容をしめし、本学蔵朝鮮戸籍大帳に関する調査研究報告を完結
する予定である。
　調査研究の終了・完結を前にして、改めて学習院大学図書館をはじめ、学習院大学の関係者各位に対し、心
から御礼を申し上げたい。とくに東洋文化研究所からは多大の配慮をたまわり、かくも長期にわたって暖かく
見守り、なにより辛抱強い態度で対応していただいた。現所長の河合秀和教授をはじめ、故末松保和教授より
以下、歴代の所長、朝鮮・韓国関係プロジェクトの歴代の代表研究員、および多くの関係者に深謝するもので
ある。何事か出来するたびに気安く駆け込み、相談にのって頂いた小倉芳彦先生、柳田節子先生には、格別の
面倒をおかけしたが、それらもいまは想い出の中である。また、中尾美智子、浜田耕策、深津行徳、林雄介、
河かおる、辻弘範、以上の歴代助手の諸氏に感謝したい。ともかくも、一群の刊行成果が目前に存在するのは、
諸氏の好意的な協力があったからに他ならない。
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